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『魏志』倭人伝の解釈と分析

 （訳16）両手を地につける。

 （訳17）承諾。

 

訳文⑿（卑弥呼を倭の女王に共立する。）

　　 　その国、本
もと

また男子を以て王となし、住
とど

まること七、八十年。倭国乱れ（訳１）、

相攻伐すること歴年。乃
すなわ

ち共に一女子を立てて王となす（訳２）。名づけて卑弥呼（訳

３）という。鬼道（訳４）に事
つか

え、能く衆を惑わす（訳５）。年已に長大なるも、夫
ふ

婿
せい

（訳

６）なし。男弟（訳７）ありて、佐
たす

けて国を治む。王となりしより以来、見るある者少

なし。婢（訳８）千人を以て自ら侍
はべ

らしむ。ただ男子一人ありて、飲食を給し、辞を

伝え、居処に出入す。宮室・楼観（訳９）・城柵、厳かに設け、常に人あり、兵（訳

10）を持して守衛す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　 ｛訳文⑿の訳注｝

 （訳１） 倭国乱の時期。①『後漢書』58）・『隋書』59）は、「桓霊（之）間」（後漢の第11代皇

帝・桓帝 <在位＝146-167年 >、第12代皇帝・霊帝 <在位＝168-189年 >）とし、

②『梁書』60）・『北史』61）は、「霊帝光和中」（178-183年）とする。また、③

『晋
しんじょ

書』62）は「漢末」とする（以上いずれも「百衲本二十四史」）。さらに、④

『太平御覧』（宋槧本）63）は、「霊帝光和中」としている。なお、『後漢書』東夷伝

倭条の「安帝永初元年（107年　筆者）倭国王帥升等獻生口百六十人願請見」64）

の記述にしたがい、この倭国王の遣使から「住七八十年」とすると、177-187

年頃となる65）。結局、遅くとも190年前後に卑弥呼は女王に共立されたと解され

る。

 （訳２） 私見：「共立」の意味は深い。卑弥呼の共立により倭国乱は終結したが、倭国

連合に参加したその構成諸国には連合政府に対する連合体維持費（対狗奴国用

軍事費や莫大な王室費などを含む。）の分担、貢納（公賦）としての賦の制へ

の協力要請とその同意なども不可避であった、と解される66）。

 （訳３）『三国志』での卑弥呼の初出は巻四　魏書　三少帝紀第四。

58） 范曄、註27前掲書、3861頁。
59） 魏徴、註８前掲書、11983頁。
60） 姚思簾、註30前掲書、8277頁。
61） 李延寿、註28前掲書、14154-14155頁。
62） 房玄齢撰『晋書（百衲本二十四史・宋本）』（台北、台湾商務印書館、第３版、1973年）、

5635頁。
63） 末松、註31前掲論文、107頁。
64） 范曄、註27前掲書、3861頁。
65） 井上、註39前掲書、31頁、33頁、155頁。
66） 田中、註47前掲論文、993頁；同、註50前掲論文、173-174頁。
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　　　　正始４年（243年）「冬十二月、倭国女王俾彌呼遣使奉獻。」67）

 （訳４） 福永光司は、「鬼道という言葉は、（中略）鬼神の世界の道理・理法を意味す

る。そして、前２世紀、前漢の時代になると、（中略）鬼神を駆使する道術を

意味するようになり、いわゆるシャーマニズム（Shamanism）とほとんど同じ

内容・性格のものとなる。」とする68）。そうすると、卑弥呼はここでシャーマン

と呼ばれる巫
み

女
こ

であった、と解される。

　　　　 なお、『三国志（標点本）』「魏書」張魯伝に、五
ご

斗
と

米
べい

道
どう

の張魯が鬼道を以って

民を教えた（「魯逐據漢中、以鬼道教民」69））とあるが、その鬼道が卑弥呼の鬼

道であるか否かは定かではない。

 （訳５） 多数が卑弥呼の占を信じる。上述の（訳４）と合わせ考えれば、卑弥呼は鬼道

により衆を惑わす宗教的君主であった70）。

 （訳６）夫のこと（ただし、婿＝むすめの夫）。

 （訳７） 筆者の理解とは異なるが、白鳥庫吉は、卑弥呼は巫（みこ）で男弟は覡（かん

なぎ）であるとし、推古天皇と聖徳太子、神功皇后と武内宿禰の関係と同様で

あるとしている71）。

 （訳８） 私見：婢は、「まかたち」（侍婢・侍女）、と解される。しかし、この「婢」は

奴婢（奴は男、婢は女）の婢であり、奴婢は「中国で漢代以来、奴隷を指す法

律上の名称。」（『広辞苑』）との見解もある。しかし、実態はそうではなかった

と解する。詳細は訳文⒁の（訳17）②を参照。

 （訳９）物見用の高殿（楼閣）。

 （訳10）武器。

 

訳文⒀（女王国東方の倭種）

　　 　女王国の東、海を渡ること千余里、また国あり、皆倭種なり。また侏
しゅじゅ

儒国
こく

あり、

その南にあり。人の長
たけ

三、四尺。女王を去ること四千余里なり。また裸
ら

国
こく

・黒
こく

歯
し

国
こく

あり、復
ま

たその東南にあり。船行一年にして至るべし。倭の地を参問（訳１）する

に、海中洲島（訳２）の上に絶在し、あるいは絶えあるいは連なり、周旋（訳３）五千

余里ばかりなり。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　 ｛訳文⒀の訳注｝

67） 陳寿撰・裴松之注『三国志（標点本）』、120頁。
68） 福永光司『道教思想史研究』（東京、岩波書店、1987年）、420頁。
69） 陳寿・裴松之、註67前掲書、263頁。
70） 井上、註39前掲書、166頁。
71） 白鳥、註40前掲論文、163-175頁。
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 （訳１）いろいろ問い合わせ調べる。

 （訳２）大海中の大小の島々。

 （訳３）一周する。

 

訳文⒁  （親魏倭王・卑弥呼の時代）……以下、（その１）－（その６）に区分し、サブタ

イトルを付した。

　　（その１）景初二年（訳１）（238年）

　　　 　景初二年六月、倭の女王、大夫難
な

升
そ

米
め

等を遣
つか

わして郡に詣
いた

らしめ、天子に詣
いた

り

て朝献せんことを求む。太守（訳２）劉
りゅうか

夏、吏を遣わし、将
ひき

い送りて京都に詣
いた

らし

む。

　　　 その年十二月、詔書して倭の女王に報じていわく、「親魏倭王卑弥呼に制詔す。

帯方の太守劉夏、使を遣わし汝の大夫難
な

升
そ

米
め

、次使都
つ

市
し

牛
ご

利
り

を送り、汝の献ずる

ところの男生口四人・女生口六人・班
はん

布
ぷ

（訳３）二匹二丈を奉り以て到る。汝があ

る所踰
はる

かに遠きも、乃ち使を遣わして貢献す。これ汝の忠孝なり。我、甚だ汝を

哀れむ。今、汝を以て親魏倭王となし、金印紫
し

綬
じゅ

を仮す。装
そうふう

封して帯方の太守に

付し仮授（訳４）せしむ。汝、それ種人を綏
すい

撫
ぶ

し、勉めて孝順をなせ（訳５）。汝が

来使難升米・牛利、遠きを渉
わた

り、道路に勤労す（訳６）。今、難升米を以て率
そつぜん

善中

郎将となし、牛利を率善校尉となし、銀印青綬を仮し、引見労賜し遣わし還す

（訳７）。今、絳
こう

地
ち

交竜錦五匹〔裴注〕絳地縐
すうぞくけい

粟罽十張・蒨
せんこう

絳五十匹・紺青五十匹

を以て、汝が献ずる所の貢
こうちょく

直に答う（訳８）。また特に汝に紺
こん

地
ち

句
く

文
もん

錦
きん

三匹・細
さいはん

班

華
か

罽
けい

五張・白絹五十匹・金八両・五尺刀二口・銅鏡百枚・真珠・鉛
えんたん

丹各々五十斤

を賜い、皆装
そうふう

封して難升米・牛利に付す。還り到らば録
ろくじゅ

受し、悉
ことごと

く以て汝が国中

の人に示し（訳９）、国家（魏の朝廷）汝を哀れむを知らしむべし。故に鄭重に汝

に好
よきもの

物を賜うなり」と。

　　　〔裴注〕： ここで「地」となすは應
まさ

に「綈」となすべきである。漢の文帝が身につ

けた皀
そう

衣
い

はこれを「戈
よくてい

綈」というがその「綈」である。この「地」の字

のままでは体（正体）をなさず。魏朝（『魏志』の原文）の過失か、あ

るいは転写者の誤謬である。

　　（その２）正始元年（240年）

　　　 　正始元年（240年）、太守弓
きゅうじゅん

遵、建中校尉梯
ていしゅん

儁等を遣わし、詔書・印綬を奉じ

て、倭国に詣り、倭王に拝仮す。ならびに詔
みことのり

を齎
もたら

し、金
きん

・帛
はく

・錦
きん

・罽
けい

・刀・鏡・

采
さいぶつ

物を賜う。倭王、使に因りて上表し、詔恩を答謝す（訳10）。

　　（その３）正始四年（243年）

　　　 　その四年（243年）、倭王、また使の大夫伊
いしょうぎ

声耆・掖
や

邪
や

狗
こ

等八人を遣わし、生

口・倭
わ

錦
きん

・絳
こうせいけん

青縑・緜
めん

衣
い

・帛
はく

布
ふ

・丹
たん

・木
ぼく


ふ

・短弓矢を上献す。掖
や

邪
や

狗
こ

等、率善中
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郎将の印綬を壹拝す（訳11）。

　　（その４）正始六年（245年）

　　　 　その六年（245年）、詔して倭の難升米に黄
こうどう

幢を賜い、郡に付して仮授せしむ

（訳12）。

　　（その５）正始八年（247年）

　　　　その八年（247年）、太守王
おう

頎
き

官に到る。

　　　 　倭の女王卑弥呼、狗
く

奴
な

国
こく

の男王卑
ひ

弥
み

弓
く

呼
こ

と素より和せず。倭の載
そ

斯
し

烏
あ

越
お

等を遣

わして郡に詣り、相
あい

攻撃する状
さま

を説く。塞
さい

曹
そう

掾
えん

史
し

張政等を遣わし、因りて詔書・

黄幢を齎
もたら

し、難升米に拝仮せしめ、檄を為
つく

りてこれを告喩す（訳13）。

　　（その６）卑弥呼、以死

　　　 　卑弥呼以
すで

に死せり（訳14）。大いに冢
つか

を作る、径百余歩（訳15）。徇葬する者（訳

16）、奴婢（訳17）百余人。

　　　　更
あらた

めて男王を立てしも国中服せず。更
さら

に相誅殺す。当時千余人を殺す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　 ｛訳文⒁の訳注｝

 （訳１） 景初２年（238年）は、景初３年（239年）の誤りとするのが多数説。しかし水

野祐は、『三国志』の景初２年（238年）６月が正しいとする72）。

 （訳２）郡の長官。

 （訳３）生口＝奴隷、と解する（前出⑻（訳21）参照）。

　　　　班布＝人物・花鳥などの文様を染めたまだら織りの布。

 （訳４）  ・金印紫綬＝金印に紫の飾り綬（ひも）が付せられたもの。

　　　　・ 仮授＝水野祐は、「明帝から女王への下賜品を劉夏が女王に代って拝授し、

それを明帝に代って女王に授けるという意味」とする。加えて、「天子が直

接手渡し授けるのが授で、直接ではなく、天子の授けるものを、使者を介し

て授けさせる場合に仮とか仮授といったものか。」と述べる73）。

　　　　・ 装封して… 「装封」は、「包装をし、紐をかけてそれに封泥をすること」、ま

た「付す」は付託すること74）。

 （訳５） 配下の種族の人々を、慰め、いたわり、安心させる。孝順＝まごころをこめて

親（魏の天子）につかえること。

 （訳６）遠路はるばるの労苦。

 （訳７） 銀印青綬を仮授し、引見（目下の者を引き入れて対面すること）してねぎら

い、下賜品を与えて、帰途につかせる。

72） 水野、註３前掲書、498-505頁。
73） 水野、註３前掲書、492-493頁。
74） 水野、註３前掲書、492-493頁。
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 （訳８）汝の献上した貢物の価
あたい

に答える。

 （訳９）帰還したら目録どおり受けとり、すべて残らず汝の国中の人に示せ。

 （訳10） 正始元年（240年）、帯方郡の太守の弓
きゅうじゅん

遵は、建中校尉の梯
ていしゅん

儁らを派遣し、詔書

と印綬とをたずさえて倭国に行かせ、倭王に親魏倭王位を仮授した。同時に、詔
みことのり

とともに金・帛（しろぎぬ）・錦・罽（毛織物）・刀・鏡・采
さいぶつ

物（彩色文様のあ

る衣服・旗など）を下賜した。倭王はその使者を通じて上表文をたてまつり、

鄭重な内容の詔
みことのり

や恩典に対する感謝の気持を表した。

　　　　　本稿の原文「詔恩」は百衲本に従った。標点本は「恩詔」とある。

 （訳11） 正始４年（243年）、倭王はふたたび大夫の伊
いしょうぎ

声耆・掖
や

邪
や

狗
こ

ら８人を派遣して、

奴隷・倭
わ

錦
きん

・絳
こうせい

青縑
けん

（赤と青の絹布）、緜
めん

衣
い

・帛
はく

布
ふ

（きぬ・ぬの）・丹
たん

・木
ぼく


ふ

（木の小太鼓）、短弓とその矢を献上した。

　　　　掖邪狗らはそろって率善中郎将の印綬を賜った。

 （訳12） 正始６年（245年）、詔があって倭の難升米に黄色の幢
どう

（旗さしもの）が下賜さ

れ、帯方郡の太守を通じて仮りに授けた。

 （訳13） 正始８年（247年）、太守の王
おう

頎
き

が帯方郡に着任した。倭の女王卑弥呼は狗
く

奴
な

国
こく

の男王である卑
ひ

弥
み

弓
く

呼
こ

ともともと不和であった。そこで、倭の載
そ

斯
し

、烏
う

越
お

らが

帯方郡に派遣され、二国間の戦闘状況を報告すべくやってきた。

　　　　 （帯方郡からは）塞
さい

曹
そう

掾
えん

史
し

の張
ちょうせい

政らが派遣された。その際に（正始６年に下賜

された）詔書と黄色の幢とを帯同して行き、それらを難升米に仮授するととも

に、檄
ふれぶみ

文75）によって卑弥呼を諭した。―この247年の叙述からは、卑弥呼が

危機に瀕している緊迫した事態が察知される。

 （訳14） 私見：「卑弥呼、以
も

て死す」が多数説であるが、それでは意味が不明確であ

る。筆者は、「卑弥呼以
すで

に死せり」と解する内藤湖南説76）に従う。

　　　　 　なお、卑弥呼の死因には、①高齢に伴う死、②いわゆる王殺し（対狗奴国戦

の敗戦責任を問われて殺害された。）77）、③（狗奴国戦最中の）戦死、などの諸

説がある78）。あえて、②説、③説を採る論拠は薄く、筆者は①説を採る。格別

にこだわる理由はないが、自然だと思う。―卑弥呼は、遅くとも190年前後

に女王に共立され（原文⑿（訳１）参照）、正始８年（247年）の張政らの倭国

到着時にはすでに死去していた。女王に擁立された時に仮に壹與と同年の13歳

とすると、当時すでに70歳に達していた。寿考80－100年の記述はあるもの

75） 檄とは、「昔の中国の徴召または説諭の文書」（『広辞苑』）。
76） 内藤湖南「卑彌呼考」（内藤虎次郎『内藤湖南全集　第七巻』、東京、筑摩書房、1970年）、
247頁以下〔272頁〕。

77） 松本清張『邪馬台国　清張通史①』（東京、講談社、1986年）、252頁。反対：大林太良『邪
馬台国　（中公新書）』（東京、中央公論社、1977年）、145-146頁。

78） 岡本健一『邪馬台国論争』（東京、講談社、1995年）、282頁。
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の、やはり相当な高齢である。

 （訳15）私見：径百余歩の冢について。

　　　　　１歩＝24.2㎝ /尺×６尺＝145.2㎝　　　
）∴百余歩≒140－150m

　　　　　100歩＝145.2㎝ /歩×100歩＝145.2m

　　　　 　「径」とあるから、円形の墳丘墓あるいは共同墓地であろう。卑弥呼の死後

の倭国連合内の混乱（「国中服せず」以下の記述がある。）の最中にこれ程の大

冢を築造する余裕はない、仮に百余人の奴婢が身命を賭して昼夜を分かたず築

造に専念したとしても、である。よって冢は卑弥呼の死以前にすでに相当程度

完成していたのであろう。それにしても大冢であるが、しかし例えば、弥生時

代後期の築造とされる、全長80mの双方中円型の楯築墳丘墓（倉敷市）ある

いは山陰地方から北陸地方に及ぶ四隅突出型墳丘墓には全長50－60mにも及

ぶものがある（楯築や妻木晩田をかって探訪した。<筆者 >）79）。

 （訳16）  『三国志（百衲本）』魏志倭人伝は「徇
4

」葬者、『魏志倭人伝（標点本）』は

「狗
4

」（狗は徇の俗字）葬者とするが、「主君の死後に臣下が後追い自殺をする

こと」（『広辞苑』ほか）は「殉
4

」死である。「徇」には「殉」の義はなく、

「徇」には「したがう」、「身命を捨ててある物事に携る」などの義があるか

ら、あえて「殉死させられた」と解さずともよい、とする水野祐説がある80）。

首肯できる。

 （訳17）私見：生口と奴婢について。

　　　　① 生口について。字義的には、生きもの、すなわち人間を含めた動物全体、を

いうのであろう。古代中国では捕虜や奴隷をいう、とする説もある（『広辞

苑』ほか）。しかし、魏志倭人伝中の「生口」を記す５か所（原文⑻１回、

⒁３回、⒂１回）の記述はいずれも物品（貢納品）と並記し、あるいは

「男」の生口、「女」の生口と記述していることから、動物ではなくて人格を

否定された最下層のモノ的人間（井上光貞は単に「生きた人間」81）と注記す

る。）、すなわち奴隷（いわゆる労働奴隷）と解される。これはわが国での奴

隷の存在を述べる初出の文言であり、奴隷制の萌芽がすでに卑弥呼の時代に

みられたということである。しかしこれには中国社会の実態を知悉する陳寿

ならではの、中国社会と倭社会を無意識裡に同視した誤解がある。筆者の知

見では、社会的生産が奴隷労働によって担われる労働奴隷制はわが国では確

認されておらず、それは家内奴隷制段階での「奴隷」であったと思考され

79） 佐藤信ほか、註11前掲書、30頁。 
80） 水野、註３前掲書、567頁。 
81） 井上、註39前掲書、17頁。 
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る。石母田正が、家内奴隷制を「日本の奴隷制の一般的形態である」82）と述

べるが、その言うところの奴隷である。さらに石母田正は、大化前代のわが

国の生産関係は「総体的奴隷制」のカテゴリーに属する83）、とも論じるが、

原秀三郎によればそれは、「共同体に対する個人の人格的奴隷状態を意味す

る概念で、階級関係ではない。」（原秀三郎「日本の奴隷制」日本大百科全

書）とする。首肯できる。

　　　　②奴婢について。（原文⑿では、卑弥呼の「婢」千人とある。）

　　　　　 奴婢は、原文⒁（その６）に、徇葬者として記述されている。ここは「奴

婢」であって、「生口」ではない。両者は区別されているのである。すなわ

ち、中国において奴婢は、秦漢時代以来、私賤人ではあったが奴隷ではな

かった、ということである。南北朝末期には、奴婢より上級の私賤人の部曲

（「客女」を含む。以下同じ。）とともに、二種の私賤人が制度化された。や

がて部曲の規定はほぼそのままわが国の律令に「家
け

人
にん

」として継受されてい

る。

　　　　　 　唐法上の部曲は、奴婢と異なり家族を構成し、奴婢の基本的属性が「物」

であったのとは対照的に「人」と認められ、「姓」も保有した。唐法を継受

したわが国の律令の規定上も、奴婢の法的性格は「物」とされた（「奴婢各

同二資財一。」<養老律令 >賊盗律第七　１）84）が、実態はむしろ律令上の「家
け

人
にん

」に近かった、と想定されている85）。いわゆる労働奴隷とは明確に一線が

画される。

　　　　　 また今一つ重要なことは、奴婢の萌芽はわが国でもすでに、卑弥呼の時代に

みられたということであり、上田正昭もわが国での「もっとも古い所見であ

る。」86）としている。

 

訳文⒂壹與の擁立

　　　また卑弥呼の宗女壹與年十三なるを立てて王となし、国中遂に定まる。

　　 政等、檄を以て壹與を告喩す。壹與、倭の大夫率善中郎将掖
や

邪
や

狗
こ

等二十人を遣わ

し、政等の還るを送らしむ。因って臺に詣り、男女生口三十人を献上し、白
はくしゅ

珠五千

孔・青
せいだい

大勾
く

珠
しゅ

二枚・異
い

文
もん

雑錦二十匹を貢す（訳１）。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

82） 石母田、註48前掲書、321頁。 
83） 石母田、註48前掲書、343頁。 
84） 井上ほか、註６前掲書（律）、87頁。 
85） 井上ほか、註６前掲書（補注）、566頁。
86） 上田正昭『日本古代国家成立史の研究』（東京、青木書店、1959年）、292頁。
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　 ｛訳文⒂の訳注｝

 （訳１） 壹與は、倭の大夫で率善中郎将である掖
や

邪
や

狗
こ

ら20人を遣わして張政らの帰還に

付き添わせた。（半島に渡った倭の使者は）そのまま中国の朝廷におもむいて

30人の男女を奴隷として献上し、そのほか白珠５千孔、青大句珠２枚、異文の

雑錦20匹を貢
みつぎもの

物としてささげた。

　　　　（補足説明）

　　　　 この後、魏は265年に滅び、司馬炎（武帝）が晋を建国したが、その翌年の泰

始２年（266年）に倭の女王（壹與）が逸早く朝貢使を送っている（晋書の武

帝紀、および晋書四夷伝倭人条）。なお、日本書紀の神功皇后の摂政六十六年

にも、「是年、晋の武帝の泰初の二年なり。晋の起居の注に云はく、武帝の泰

初の二年（266年、筆者）の十月に、倭の女王、訳を重ねて貢献せしむとい

ふ。」87）との記述がある。

おわりに

『魏志倭人伝』には多くの「国」が登場する。就中、邪馬壹国とその連合諸国そして狗

奴国などの国々は、集落（ムラ）の範囲をはるかに超えたより大きな地域的政治集団、す

なわち「小国」・「クニ」であるとされる。後のヤマト政権での国造はこのような地域的政

治集団の首長の称号であったとされる。日本史教科書の記述するところである。しかし、

その小国・クニの意義・概念は必ずしも明らかではなく、筆者にとって説得的ではない。

あえて「国家の前身」という用語によった（訳文⑾（訳１））所以である。

もう一つの、『魏志倭人伝』研究において回避できない難題は、いわゆる邪馬台国位置

論である。しかしこのテーマは、以前、すでに論じた（拙稿「『魏志』倭人伝に係る、も

う一つの解釈－邪馬台国位置論に関連して－」<注16>参照）。したがって、本稿では、

訳文⑷と訳文⑸の各訳注において、結論的に記述するにとどめた。しかし若干補足する

と、不弥国から「水行三十日陸行一月」の遠絶の地を「邪馬壹国女王之所都」とするの

は、魏に対する警戒心から倭の発信した首都（北部九州と解する。）防衛上の虚偽情報で

あった、ということである。詳細は拙稿を参照して頂きたい88）。

さらに、蛇足であることは承知のうえではあるが、あえてもう一つ付記したい。それは

卑弥呼後の、ほぼ４世紀前半のヤマト政権による列島（主として西日本）統一である。訳

文⑷（訳１）で若干言及したが、このことの象徴的事例は日本書紀による崇神天皇の四道

（とりわけ北陸・西道・丹波）への将軍派遣や景行天皇の筑紫ほかへの九州巡幸であっ

た。いわばヤマト政権西征である。一方で周知の神武東征があるが、これは実は歴史的事

87） 坂本太郎ほか校注『日本書紀（二）〔全五冊〕』（東京、岩波書店、1994年）、188頁、507頁。
88） 田中、註16前掲論文、22頁。
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実ではなく、ヤマト政権の西方支配に伴い開拓されたその坂路を経由しての、東方への文

化・文明の流入、つまりわが国の黎明を告げるあくまでも象徴的な説話、であったのでは

ないか、ということである。

以上をもって、本稿の総括としたい。

（追記）

本稿は、以下の⑴－⑶の拙稿を総括すべく論述した小論である。併読して頂きたい。す

なわち、

⑴ 租税法研究の一環として、古代の税制を考えた「魏志倭人伝『収租賦有邸閣』の解

釈」（『税』第67巻第３号、東京、2012年）、

⑵ その補正稿「邪馬台国における『租』税と『賦』税」（『阪大法学』第62巻第３・４

号、豊中、2012年）、および

⑶ 以上の前提としての「『魏志』倭人伝に係る、もう一つの解釈－邪馬台国位置論に関

連して－」（『大阪学院大学人文自然論叢』第77－78号、吹田、2019年）、

以上の３稿である。
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■彙　　報■

2020年度 人文自然学会研究会

　今年度は新型コロナ感染症の拡大防止のため開催されなかった。

2020年度 人文自然学会総会

　2020年度の人文自然学会定期総会が 2021年２月25日（木）に開催された。
　今年度は９時から15時30分に OGU-Caddie上に掲出の議案の承認という形であった。
　15時からは Zoomによる質疑応答を行い、以下の案件について審議・報告を行った。

2020年度事業報告
⑴　研究発表会：今年度は開催なし
　　定期総会：2021年２月25日（木）
　　会長選挙：2021年１月25日（月）開票
　　出版事業：『大阪学院大学人文自然論叢』（第81-82号）合併号

⑵　2021年度事業計画
　　研究発表会、定期総会
　　出版事業：『大阪学院大学人文自然論叢』（第83号）・（第84号）

⑶　新役員の承認
　　会　　長　　秋田　　亨（情報学部）
　　副 会 長　　廣藤千代子（経営実務科）
　　編集委員　　田中　　豊（情報学部）
　　庶務委員　　増田　ゆか（経営実務科）

⑷　新入会員紹介
　　上原　邦昭（経営学部）
　　神戸　尚志（情報学部）
　　中西　　朗（商学部）
　　増田　ゆか（経営実務科）

⑸　退会者報告
　　高田　裕文（商学部）
　　竹松　良明（経営実務科）
　　村上　孝三（情報学部）
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●人文自然論叢 Nos. 81-82掲載論文要旨●

木村　正德

『総合的な学習の時間』の地域学習におけるアイデンティティ形成

『総合的な学習の時間』は、その学習の成果から達成感や自信を持ち、自分の良さや可能性
に気付き、自分の人生や将来、職業について考えていくことを目標の一つにしている。達成感
や自信は、他人に対する自分の存在意味をしっかり認識する元になる。この自分に対する自信
を持たせる一つとして、『総合的な学習の時間』の地域学習が重要な役割を果たす。地域学習
は、単に地域のことを学習しているのではなく、自分が生まれ育った地域がどの様なところで
あるのかを知り、地域の伝統や文化、産業などにふれることによって郷土愛を育むことに繋が
り、自分の生まれ育った地域に対する誇りを持つことに繋がる。さらに、自分自身が生まれ
育った地域の歴史や文化、伝統は自分のルーツに関わってくることでもある。私たちの中にあ
る、自分の生まれた場所、親を求めようとする心は、ルーツを明確にすることによって、自分
のアイデンティティを確立していこうとしている。『総合的な学習の時間』の地域学習は、単
に地域のことを学習しているのではなく、自分自身のルーツに関わることを学んでいる。自分
が生まれ育った地域の歴史や文化、伝統は自分のルーツに関わってくることである。自分の出
自を明確にするとともに、自分自身が生まれ育った郷土への誇りを持つことは、思春期・青年
期の発達課題であるとされている、アイデンティティの形成に影響を与える重要な因子の一つ
であると考える。その意味で『総合的な学習の時間』の地域学習の持つ意味は大きい。
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山口　雅之

フレームメモリ容量削減を目的とした視覚的ロスのない画像圧縮手法

フレームメモリ容量や画像データアクセス時の通信量を削減するひとつの方法として，フ
レームメモリに格納するときに画像データを圧縮し，画像処理を行う前に伸張する方法がある．
本稿では，このときに用いるフレームメモリ向き画像圧縮手法に求められる要件について整理
し，新たな手法を提案した．提案手法は，４×４画素ブロック単位で色空間領域を算出し，色
空間領域の代表点として得られる候補色の集合に対して，各画素をそれぞれ最も近い候補色に
マッピングして縮退することによりデータ量を削減することを基本アルゴリズムとし，さらに
品質向上のために YUVモード処理，グラデーション処理，空間マッピング処理，などの補完
的な圧縮モード追加を行ったものである．提案手法は，フレームメモリ圧縮手法に必要な要件
を備え，圧縮率1/3の場合に一般的に視覚的に画質の劣化が認められないと言われている
PSNR指標で35dB以上の性能を保持することが可能である．本稿では，標準画像を含むいく
つかの画像に提案手法を適用して評価実験を行い，アルゴリズムの妥当性と追加モードの有効
性を示すとともに，従来のいくつかの手法とも比較し，その有効性を実験結果により実証して
いる．
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田中　章介

『魏志』倭人伝の解釈と分析

本稿は『三国志』の『魏志』倭人伝全文の解釈と精細な分析を意図している。
通説によれば、帯方郡から倭の女王卑弥呼が都するであろう邪馬台国までの全体距離は、
12,000余里である。しかし、この解釈は正当ではないと思う。けだし、『魏志』倭人伝は次の
ように記述するからである。すなわち、12,000余里は、帯方郡から女王国（筆者は、この女王
国を北部九州にある邪馬嘉国の別名であると考えているのである。）までの距離だからである。
確かに、邪馬台国、すなわち、『魏志』倭人伝にいう邪馬壹国は大和にあった。しかしその
邪馬壹国は、女王国ではなく、ヤマト政権の前身なのである。
なお、卑弥呼は、「倭の女王」として、また「親魏倭王」として、およそ60年間、「倭」連合
に君臨したのである。
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大阪学院大学人文自然学会会則

第１条 本会は「大阪学院大学人文自然学会」と称する。
第２条 本会の事務所は大阪学院大学図書館内におく。
第３条 本会は本学の設立の趣旨にもとづいて人文および自然科学の発展に寄与し、各分野にわ

たる会員相互の学術研究の交流を目的とする。
第４条 本会は次の事業を行う。

 1． 機関誌『大阪学院大学人文自然論叢』の発行
 2． 研究会、講演会および討論会の開催
 3． その他、本会の目的を達成するために必要な事業

第５条 本会の会員は、大阪学院大学・大阪学院大学短期大学部の専任教員で、人文もしくは自
然科学を専門とする者および本会の趣旨に賛同し、役員会の承認を得た者とする。

第６条 会員は本会の機関誌に投稿し、かつ機関誌その他の本会の刊行物の配布を受けることが
できる。

第７条 本会には次の役員をおく。任期は原則2年とする。
 1． 会　　長　　1名
 2． 副 会 長　　1名
 3． 庶務委員　　2名
 4． 編集委員　　2名

第８条 会長は会員（教授に限る）の中から投票により選出し、総長がこれを委嘱する。ただ
し、連続2期を超えて選出されてはならない。
副会長および委員は、会長が会員の中から委嘱する。任期は会長に準ずる。
会長の選出において、得票数が同数の場合は、年長者を選出する。

第９条 会長は本会を代表し、会務を統轄する。副会長は会長を補佐する。
第10条 会長は役員会を招集して、その議長となる。
第11条 会長は会務執行に必要なとき、会員の中から実行委員を委嘱することがある。
第12条 総会は年1回これを開く。ただし、必要あるときは、会長が臨時に招集することができ

る。
第13条 本会の経費は大阪学院大学からの交付金のほかに、有志からの寄付金、その他の収入を

もってあてる。
第14条 各学会の相互の連絡調整をはかるため「大阪学院大学学会連合」をおく。
 本連合に関する規程は別に定める。
第15条 会計は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終る。
第16条 本会会則の改正は総会の議を経て総長の承認をうるものとする。

附　則
　この会則は、昭和49年10月1日から施行する。
　　昭和51年9月9日改正
　　昭和56年1月22日改正
　　昭和61年6月5日改正
　　昭和62年6月4日改正
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　　平成15年6月12日改正
　　平成23年4月18日改正
　　平成25年4月1日改正
　　 平成30年4月1日改正（ただし、第7条の編集委員の人数は、平成31年3月31日まで4名
とする）。

 以　上
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大阪学院大学人文自然論叢投稿規程

１． 投稿論文は、未発表のものに限る。
２． 投稿論文は、編集委員会が依頼した査読者の査読を経た後、編集委員会で掲載を決定する。
３． 投稿資格
イ． 投稿者は、原則として本会の会員に限る。
ロ． 会員外の投稿は役員会の承認を必要とする。

４． 提出原稿の分量の限度は、原則として本誌刷り上がりページ数12ページとする。
これは和文原稿の場合、200字詰原稿用紙80枚（16,000字）に相当し、欧文原稿の場合、

A４判・12ポイント・ダブルスペースで20枚に相当する。（提出原稿がデータの場合は、Word
ファイル形式とする。または、その他のファイル形式の場合テキストファイル形式とする。な
お、提出原稿は、正本とコピーを2部提出することとする。）
ただし、制限分量を超えるものについては編集委員会の承認を必要とする。

５． 本誌は B５判とする。発行は、前期・後期の2回とし、年間総ページ数は220ページを基準
とする。
６． 原稿は、論説、研究ノート、資料、その他（レビュー、紹介、書評、学内消息など）に区分
し、この順序にしたがって編集する。原稿の掲載順序については、編集委員会で検討のうえ決
定する。
７． 別刷（抜刷）40部 無償とする。
８． 要旨集発行のため、要旨を添えること。（200字詰原稿用紙3～4枚。邦文ヨコ書き）
なお、この要旨は独立行政法人　科学技術振興機構（JST）の「科学技術文献データベー

ス」にも掲載される。ただし、和文1,000字、英文2,000字を超える場合は（...）と表示される。
９． 投稿され掲載された成果物の著作権は、著作者が保持する。
なお、出版権、頒布権は大学が保持するため、論文転載を希望する場合は、学会宛に転載許
可願を提出願うこととする。
10． 投稿された論文の著作者は、当該論文を電子化により公開することについて、複製権および
公衆送信権を大学に許諾したものとみなす。大学が、複製権および公衆送信権を第三者に委託
した場合も同様とする。

 この規程は、平成26年4月1日から適用する。
 以　上
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大阪学院大学人文自然論叢執筆要領

原稿について
　１． 原稿は確定稿であることを原則とする。校正段階での加筆訂正は極力さけること。
　２． 原稿は正本を提出し、かならず原稿提出票をつけること。原稿提出票は学会連合事務局
（図書館内）にある。

　３． 原稿は黒または青のペン書き、またはワープロ原稿とすること。（欧文原稿はタイプライ
ト）。

　４． 原則として目次は使用しないこと。
　５． 原則として古典・地名または学術用語などの特殊な例を除き現代かなづかい、および当用
漢字を使用し、難字は欄外に朱筆大書すること。

　６． 原稿中の数字は原則としてアラビア数字を使用すること。
　７． 和文原稿中の欧語はタイプライトまたは活字体とすること。
注と文献表について
　８． 注は原則として脚注とする。その他の場合は、注の付け方を明示すること。
　９． 原稿での注は一括して本文の文末にまとめること。印刷に際して脚注（あるいは指定した
書式）となる。

　10． 文献表を必要とする方は、原稿執筆に際して注の後に一括して書くこと。論文末に一括し
て掲載する。

　11． 文献表の配列及び形式は各自が所属する学会で行われているものとする。
図・表について
　12． 図・表は1表・1図ごとに別紙に書き、図表ごとに通し番号・図表名・説明文を記入して、
本文原稿の右欄外に挿入箇所を指定すること。

　13． 凸版印刷にかける図・表は原則としてトレーシングペーパーに墨入れし、厚手の台紙に貼
付すること。

  ただし、図表中に入れる文字は写植をするため鉛筆書きすること。
　14． 写真は鮮明なものに限り、特別な場合を除いて白黒のものを使用し、取り扱いは図・表に
準ずること。

  図・表・写真などのカラー印刷については、役員会の承認を必要とする。
　15． 図・表・写真などはかならず縮尺または仕上り寸法を明示すること。
印刷・校正
　16． 原則として、執筆者校正は2校までとし、2校までに校正の必要がなくなれば校了または責
了と書くこと。

　17． 執筆者校正は、校正刷到着の日より3日以内とする。
　18． 執筆者校正の段階で加筆・訂正を加え、印刷組替えを生じた場合、組替料の実費を必要と
する。また特殊な印刷によって通常の印刷費を大幅に上回る場合も同様とする。

　19． 特別に指定される活字の大きさや字体については、執筆者が直接原稿に明示すること。そ
れ以外の印刷上のスタイル、活字号数などは編集委員会において決定する。

 以　上
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